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　今年もはや神無月。我われもそろそろ来
年のことを描き始めなければならない時期
を迎える。少なくとも、来年は３つのこと
が確実視される。この準備とその本質から
何をなすべきか、を描き出す話し合いが、
年内いっぱい求められる。
　確実視される第１は、社会から孤立し、
弱い立場に追いやられる人々が爆発的に増
える中で、その困難を地域課題として解決
に向かう、緊急かつ根本的な課題への挑戦
である。特に、急増の一途をたどる生活保
護受給者の自立に関わる事業と、障がいを
持つ子どもたちの放課後などの居場所づく
りである。この両事業は、すでに全国的に
急速に広がっており、近々それぞれの緊急
対策会議を持つこととなっている。
　第２は、センター事業団の抜本的な経営
と組織の改革である。それは、「仕事おこし」
と「社会連帯」が必須のテーマとなる中で、
組織と経営の在り様を、根本的に強化し、
３つの協同を全面的に体質化しきる挑戦で
ある。
　そして第３は、こうした課題は組織の内
外問わず、我われの「社会連帯力」とその
組織化が求められる。働く者が核となりな
がら、地域や社会を根本から変革していく、
しなやかな市民自治に向かう、市民のトー
タルな連帯の組織化である。
　「協同労働」ないしその「協同組合」の
事業とは、究極のところ、生活や地域・社
会の中に「協同性」を広げることに最大の

価値が置かれなければならない。それは、
一人ひとりの人間が、人生の過程において

「協同性」を損ないながら生きるのか、「協
同性」を広げながら生きるのか、という社
会の在り方そのものへ直結する。今現れて
いる社会の実相は、つまるところ一人ひと
りに「人間やめますか？」「人間続けます
か？」という問いを突き付けている。人間
のアイデンティティは、他者やコミュニ
ティの中で刻印されていく。そのことから
みて、自己を重んじ、自分を中心に他者と
付き合う傾向が強まる「自己利益」「自己
都合」中心社会が暴走し、それが人間の存
在そのものを危うくすることに、待ったを
かける運動と組織が可能なのかどうかが問
われている。
　生活保護を巡る事業は、全国10か所を超
え、放課後等デイサービスも同様に増えて
いる。この数は、来年度かけてそれぞれ30
～50か所に増えるのが必至である。しかし、
この事業の拡大は、課題の減少を絶対的な
使命としており、そのカギは問題を「密室」、

「孤立」状態から解き放ち、「地域化」、「社
会化」へと拓くことである。市民全体がこ
の課題の当事者として立ち上がるというこ
とである。こうした営みが社会連帯と呼び
うるものだとしたら、我われ自身の偏狭さ
や自己都合、そして保守的傾向を打ち破る
こと抜きに、その実践の資格はない。まさ
に、社会の趨勢を決める事業推進と組織・
経営改革の火ぶたが切って落とされる。
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